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第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

横浜駅西口トリコロールリバース 

 

グループ結成の

経緯・応募に至

った経緯 

横浜駅西口の西区南幸エリアにおいて、商店会並びに当該地域の活

性化に向けて取り組み、ビブレ前広場を活用したイベントを開催し

ております。新型コロナウイルス感染症の沈静化に伴い、当該エリ

アにも人の流れが回復しつつありますが、その一方でゴミのポイ捨

て等の課題も増えています。 

こうした問題の解決に向けて、横浜市へ陳情要望を出した直後に、

幸川沿いの人通りが少ない場所で殺人事件が発生する等、地域の安

心が多く揺らいでいます。 

当該事件が発生した南幸の幸川沿いには、堤防に沿って散歩ができ

るスペースがありますが、手入れが十分に行き届いていない状況で

す。そこで、ここを「遊歩道」として整備し、地域の安全性と魅力

を高めるプロジェクトを立ち上げることとしました。 

現在の主な活動

内容・活動実績 

今回の遊歩道整備を行うグループとしての活動実績はありません

が、その母体となる組織は、地域活性化を目的に立ち上げた商店会 

や自治会・企業等の連合組織です。令和6年度には、地域コミュニ

ティ形成を目的とした「餅つき大会」の開催、街区のパトロール、

地域の緑化事業などを実施しており、地域とのつながりを深める取

り組みを継続的に行っています。 

提案場所 
西区南幸２丁目 

提案名 

（25字以内） 
横浜西口水辺空間の植栽整備 

提案する施設の

概要（80字以内） 

西区南幸２丁目の幸川沿いの水辺スペースを整備し、陽光桜を主体とした植

栽並びにベンチ等の整備を行う。 

具体的な整備内

容（【ハード整備】

何 を 整 備 し ま す

か。） 

①陽光桜を主軸に植栽を行うほか、季節ごとの花壇も整備します。 

②人々が川の流れを眺めながらゆったりと過ごせるよう、寄りかか

り式のベンチや休憩用のイスを複数設置します。 

整備費用の概算額：約800万円 

活 用 イ メ ー ジ
（【ソフトの取組】

提案する施設でど

のような活動を行

いますか。整備す

る場所に触れて説

明してください。） 

整備後は、商店街・自治会・周辺企業・関係機関（横浜西口マネジ

メント協議会など）とともに、緑化維持に取り組むとともに、子ど

もたちに総合学習などの環境教育の実践の場として活用してもらえ

ることを期待しています。 

 



提案の背景（な

ぜ 提 案 を す る の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

繁華街から一歩足を踏み入れると、薄暗く、やや雑然とした印象を

受ける現状は、このエリアの持つ潜在的な魅力を十分に引き出せて

いません。 

そこで、市民や来街者が心安らぎ、くつろげる「潤いと憩いの場」

へと再生することを目的としています。 

特に、近年長期化する夏の暑さにおいて、少しでも涼やかで心地よ

い空間を提供することは、地域全体の魅力向上に不可欠であると考

えます。 

川沿いの陽光桜と四季折々の植栽による景観改善を図るとともに、

川を望む休憩スペースを設置し、人々が川の流れを眺めながらゆっ

たりと過ごせるよう環境を整備します。 

 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

この水辺空間を、市民や来街者が心安らぎ、くつろげる「潤いと憩

いの場」へと再生し、地域コミュニティの核となる場所として育て

ていきたいと思います。 

 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

既に横浜駅西口商店会連合会や一般社団法人横浜西口マネジメント

協議会と連携し、地域の活性化や緑化整備、イメージアップに向け

た取り組みを進めています。これまでに培ってきた地域・行政等と

の連携・協働体制や蓄積されたノウハウを活用して進めていきま

す。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

運営時は商店街・自治会等と協働して実施します。 

また、商店街の各店舗・関係団体との連携を積極的に行い、補助金

に依存しすぎることなく、自主・自律の水辺空間の維持管理に努め

ます。 

 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

商店街、地域住民、来街者等とともに地域課題解決と、県下屈指の

商業集積で横浜駅西口至近に潤いと憩いの場を創出する新たな取り

組みと言えます。 

さらに、令和７年度中にＵＲの集合住宅がオープンすることからも

こうした場の創出ニーズは高まると思われます。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

横浜西土木事務所 

 

川辺の整備について内諾を得ております 

 

 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 第１次提案書（添付書類を含む）の内容に個人情報は含まれていません。 



 

 

横浜 

ビブレ 

相鉄 

ムービル 
横浜西口商和会商店街 

横浜駅西口五番街商店会協同組合 

西口幸栄商店会 

出典：横浜市 i マッピー 整備する水辺（川辺）エリア 

横浜ビブレ前広場 

位 置 図 

 



現況写真 
 
今回の⽔辺の整備事業に本格的に取り組むことになった令和６年に発⽣した殺⼈事件発⽣現場付近の写真 
 
①付近の写真 
 
 【昼の様⼦】                   【夜の様⼦】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※メイン通りから外れると昼間でも⼈通りが少なくなる ※夜になるとメイン通りは飲⾷店等に向かう 

⽅々でにぎわうが、当該通りは⼈通りが少ない 
 
②付近写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 



 

活⽤イメージ図 
 
幸川沿いの⽔辺に 陽光桜を植栽し、周辺を植栽した花壇を整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
また、幸川の⽔辺でゆったり過ごせるようなベンチや花壇を整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ベンチ （イメージ図）              花壇（イメージ図） 
 

イメージ図 

イメージ図 

現況 

現況 




